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Ⅰ アンケートの概要 

１ アンケートの目的 

伊丹市では、市民会議からの提言を受けて、力強い市民自治のまちを目指し、平成 15（2003）年

に「伊丹市まちづくり基本条例（以下、「条例」）」を制定しました。 

この条例は、４年以内ごとに見直しを行うこととしており、令和 6年度に見直し検討を実施しま

す。 

そこで、条例の目的である「参画と協働によるまちづくり」の進捗度を多様な視点により確認し、

まちづくり基本条例見直しの必要性について検証するとともに、同条例に基づき実施している各種

制度の課題解決を図ることを目的として市民アンケートを実施しました。 

 

２ 調査の設計 

（１）対象者 

伊丹市内在住の満 18歳以上の市民約 3,000人を無作為抽出 

 

（２）調査期間 

令和 6（2024）年 8月 19日から令和 6年 9月 19日まで 

 

（３）調査方法 

市民アンケート依頼を郵送で送付し、回答は郵送又はＷＥＢ方式 

 

３ 回収状況 

回収状況 

配付数 有効回答数 有効回答率 

3,171件 

1,392件 

うちＷＥＢによる回答 390件(28%)、

郵送での回答 1002件(72％) 

43.9％ 
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４ 調査結果の見方 

(1) 図表の n（number of case）は、設問に対する回答者数を表しています。 

(2) 回答結果の割合「％」は、有効サンプル数に対して、回答数の総数を母数として、それぞれの

回答数の割合を小数点以下第２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択

肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。ま

た、複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢

ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超

える場合があります。 

(3) 図表中において「無回答」とあるものは、回答が示されていないものです。 

(4) 経年比較を行っている設問において、構成比欄に「―」が記載されている場合、該当年度では

記載の選択肢が存在せず、構成比が掲載されている年度から新設された選択肢を意味します。 

(5) 設問や選択肢を変更している設問については、経年比較を行っていません。一部の選択肢を分

かりやすく記載し直した設問については、注釈を記載した上で経年比較を行っています。 
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Ⅱ 調査結果（基本分析） 

１ 回答者の属性 

（１）年齢 

問２ あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

年齢については、「70 歳代」が 20.8％で最も高く、次いで「50 歳代」が 19.5％、「60 歳代」が

15.4％、40歳代が 15.2％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

無回答 49人 

18歳～19歳 14人 

20歳代 57人 

30歳代 113人 

40歳代 212人 

50歳代 271人 

60歳代 215人 

70歳代 289人 

80歳以上 172人 

総数 1392人 

無回答

3.5%
18歳～19歳

1.0% 20歳代

4.1%

30歳代

8.1%

40歳代

15.2%

50歳代

19.5%

60歳代

15.4%

70歳代

20.8%

80歳以上

12.4%
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２ 「まちづくり基本条例」について  

問１ 「まちづくり基本条例」を知っていますか。（○は 1つ） 

 条例の認知度については、「今回はじめて知った」が 64.1％で最も高く、次いで「読んだことは

ないが、名称を見聞きしたことはある」が 27.5％でした。 

 

  
今回調査

（n=1392） 

無回答 14人 1.0% 

内容をよく知っている 9人 0.6% 

読んだことはある 94人 6.8% 

読んだことはないが、

名称を見聞きしたこと

はある 

383人 27.5% 

今回はじめて知った 892人 64.1% 

総数 1392人   

 

  

令和 3年度(2021年度)調査と比較すると、「今回はじめて知った」(64.1％)が 3.8ポイント増加

し、「読んだことはないが、名称を見聞きしたことはある」（27.5％）が 2.3ポイント減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 年代別でみると、すべての年代で「今回はじめて知った」の割合が最も高く、次いで「読んだ

ことはないが、名称を見聞きしたことはある」の割合が高くなっています。また、30歳代以上の

年代では「読んだことはないが、名称を見聞きしたことはある」と「読んだことはある」を合わ

せた割合が、年代が上がるにつれて高くなっています。 

無回答

1.0%

内容をよく知っている

0.6%

読んだことは

ある

6.8%

読んだこと

はないが、

名称を見聞

きしたこと

はある

27.5%

今回はじめ

て知った

64.1%

今回(令和6年度)調査（n=1392）

無回答

1.6%

内容をよく知っている

0.6%

読んだこ

とはある

7.6%

読んだこと

はないが、

名称を見聞

きしたこと

はある

29.8%

今回はじめ

て知った

60.3%

前回（令和3年度）調査（n=1310）
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 1位  ２位  3位 

  

（％）

無
回
答

内
容
を
よ
く
知
っ
て

い
る

読
ん
だ
こ
と
は
あ
る

読
ん
だ
こ
と
は
な
い

が

、
名
称
を
見
聞
き

し
た
こ
と
は
あ
る

今
回
は
じ
め
て
知
っ

た

回
答
者
数

18歳～19歳 0.0 0.0 0.0 14.3 85.7 14人

20歳代 0.0 0.0 0.0 28.1 71.9 57人
30歳代 0.0 0.0 2.7 14.2 83.2 113人
40歳代 0.9 0.5 5.7 22.6 70.3 212人
50歳代 0.4 0.7 3.7 26.6 68.6 271人
60歳代 0.5 0.5 8.8 25.6 64.7 215人
70歳代 1.4 0.7 7.6 34.9 55.4 289人
80歳以上 2.9 1.2 14.0 34.9 47.1 172人

無回答 2.0 2.0 8.2 26.5 61.2 49人

合計 1.0 0.6 6.8 27.5 64.1 1392人
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問２ 「まちづくり基本条例」の内容で知っているものはどれですか。（○はいくつでも） 

 条例の内容の認知度については、「地域自治組織」が 28.1％で最も高く、次いで「コミュニティ」

が 26.9％、「学習の機会の提供」が 19.3％と続いています。 

 

 

 
今回調査

（n=1392） 

 
前回調査

（n=1310） 

 

無回答 144人 10.3% ４７１人 ３６.0% 

その他 177人 12.7% １４４人 １１.0% 

行政評価 70人 5.0% 50人 3.8% 

総合計画 71人 5.1% 65人 5.0% 

対話の場 96人 6.9% 83人 6.3% 

熟議 97人 7.0% 66人 5.0% 

伊丹市参画協働推進委員会 108人 7.8% 83人 6.3% 

学習の機会の提供（まちづくり

出前講座や市民まちづくりプラザ

における市民団体の支援）（※） 

269人 19.3% 562人 42.9% 

コミュニティ 374人 26.9% 313人 23.9% 

地域自治組織 391人 28.1% 330人 25.2% 

総数 1797人   2167人   

回答者数 1392人   1310人   

※「学習の機会の提供」は、前回（令和 3年度）調査では選択肢が「まちづくり出前講座（学習の機会の提供）」290人

/22.1％、「市民まちづくりプラザ（学習の機会の提供）」272人/20.8％であり、それぞれを足し合わせて比較した。 

 年代別でみると、無回答をのぞくと、18歳～19歳、20歳代、40歳代では「コミュニティ」の

割合が最も高く、30歳代では「その他」で「知らない・分からない」と答えた割合が最も高く、

10.3% 12.7%

5.0% 5.1% 6.9% 7.0% 7.8%

19.3% 26.9% 28.1%

36.0%

11.0%
3.8%

5.0% 6.3% 5.0% 6.3%

42.9%
23.9% 25.2%

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

無
回
答

そ
の
他

行
政
評
価

総
合
計
画

対
話
の
場

熟
議

伊
丹
市
参
画
協
働
推
進

委
員
会

学
習
の
機
会
の
提
供

（※

）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
自
治
組
織

今回(令和6年度)調査（n=1392） 前回(令和3年度)調査(n=1310)
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50歳代、60歳代、70歳代、80歳以上では「地域自治組織」の割合が最も高くなっています。ま

た、70歳代、80歳以上では「学習の機会の提供（まちづくり出前講座や市民まちづくりプラザに

おける市民団体の支援）」の割合が他の年代より高くなっています。 

 

 1位  ２位  3位 

  

（％）

無
回
答

熟
議

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
自
治
組
織

対
話
の
場

総
合
計
画

行
政
評
価

学
習
の
機
会
の
提
供

（
ま

ち

づ

く

り

出

前

講

座

や

市

民

ま

ち

づ

く

り

プ

ラ

ザ

に

お

け

る

市

民

団

体

の

支

援

）

伊
丹
市
参
画
協
働
推

進
委
員
会

そ
の
他

回
答
者
数

18歳～19歳 42.9 7.1 21.4 0.0 0.0 0.0 7.1 14.3 7.1 14.3 16人
20歳代 35.1 1.8 21.1 21.1 3.5 1.8 3.5 5.3 8.8 5.3 61人
30歳代 21.2 2.7 15.0 15.9 4.4 2.7 1.8 11.5 6.2 16.8 111人
40歳代 17.5 7.5 23.6 17.0 4.7 5.2 5.7 16.0 5.2 17.5 254人
50歳代 13.7 5.5 18.5 19.6 4.8 4.4 3.3 16.2 6.6 15.9 294人
60歳代 4.7 7.4 25.1 28.4 6.5 3.7 4.7 17.2 7.4 14.9 258人
70歳代 3.1 7.3 41.5 41.5 8.3 6.6 5.9 28.0 8.3 8.7 460人
80歳以上 0.6 12.2 34.9 45.3 15.1 9.3 7.6 29.1 14.5 7.6 303人
無回答 0.0 6.1 16.3 26.5 4.1 2.0 8.2 10.2 2.0 6.1 40人
全体 10.3 7.0 26.9 28.1 6.9 5.1 5.0 19.3 7.8 12.7 1797人
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３ 「参画」を進めるために 

問３ あなたが知っている「市政に参画する仕組み」はどれですか。（○はいくつでも） 

 市政に参画する仕組みの認知度については、「知っている仕組みはない」が 41.1％で最も高く、

次いで「市の実施するアンケートや市民意識調査など」が 31.8％、「市ホームページ等による『市

民の声』で意見・質問」が 31.0％と続いています。 

令和 3年度調査と比較すると、「パブリックコメント」（7.8％）が 7.2％減少しています。 

 
 

 
今回調査

（n=1392） 

 
前回調査

（n=1310） 

 

無回答 68人 4.9% 57人 4.4% 

パブリックコメント 108人 7.8% 196人 15.0% 

審議会等の市民公募委員 167人 12.0% 96人 7.3% 

市民参加のワークショップや意見交換会など、市の

施策や計画等に対して自由に意見が言える場(※) 
183人 13.1% 196人 15.0% 

市ホームページ等による「市民の声」で意見・質問 432人 31.0% － － 

市の実施するアンケートや市民意識調査など 443人 31.8% 474人 36.2% 

知っている仕組みはない 572人 41.1% 611人 46.6% 

総数 1401人   1630人 124.4% 

回答数 1392人   1310人   

※前回（令和 3年度）調査では「市民会議や意見交換会など、自由に意見が言える場」 

 年代別でみると、すべての年代で「知っている仕組みはない」の割合が最も高くなっており、年

代による大きな特徴は見られません。 

4.9%
7.8%

12.0% 13.1%

31.0%

31.8%

41.1%

4.4%

15.0% 7.3% 15.0%

36.2%
46.6%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

無
回
答

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

審
議
会
等
の
市
民
公
募
委
員

市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
意
見
交
換
会
な
ど
、
市

の
施
策
や
計
画
等
に
対
し
て

自
由
に
意
見
が
言
え
る
場

(※
)

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る

「市
民
の
声
」で
意
見
・質
問

市
の
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

や
市
民
意
識
調
査
な
ど

知
っ
て
い
る
仕
組
み
は
な
い

今回(令和6年度)調査（n=1392） 前回(令和3年度)調査（n=1310）
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 1位  ２位  3位 

 

 

  

（％）

無
回
答

審
議
会
等
の
市
民
公
募
委
員

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

意
見
交
換
会
な
ど

、
市
の
施
策
や

計
画
等
に
対
し
て
自
由
に
意
見
が

言
え
る
場

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る

「
市

民
の
声

」
で
意
見
・
質
問

市
の
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市

民
意
識
調
査
な
ど

知
っ
て
い
る
仕
組
み
は
な
い

回
答
者
数

18歳～19歳 0.0 7.1 0.0 7.1 7.1 7.1 78.6 15人

20歳代 0.0 10.5 14.0 15.8 31.6 38.6 45.6 89人

30歳代 1.8 4.4 13.3 8.0 31.9 32.7 44.2 154人

40歳代 0.5 4.2 17.9 13.2 33.5 33.5 41.5 306人

50歳代 2.2 10.0 14.4 11.4 33.6 29.9 43.9 394人
60歳代 2.8 9.3 12.1 14.0 33.5 29.3 36.7 296人
70歳代 3.8 6.6 8.3 14.2 28.0 34.9 43.3 402人
80歳以上 12.2 10.5 8.1 16.9 28.5 33.7 36.0 251人
無回答 42.9 6.1 6.1 10.2 26.5 18.4 24.5 66人
全体 4.9 7.8 12.0 13.1 31.0 31.8 41.1 1973人



 

10 

 

問４ あなたがこれまで参画したことのある仕組みはどれですか。（○はいくつでも） 

 参画の仕組みの経験については、無回答とその他を除くと、「市の実施するアンケートや市民意

識調査など」が 26.7％と最も高く、次いで「市ホームページ等による『市民の声』で意見・質問」

が 4.9％、「市民参加のワークショップや意見交換会など、市の施策や計画等に対して自由に意見が

言える場」が 3.3％と続いています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別でみると、無回答をのぞくと、どの世代でも「市の実施するアンケートや市民意識調査

など」と答えた割合が最も高くなっています。 

52.4%

14.7%

0.7% 1.9% 3.3% 4.9%
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市
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」で
意
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市
の
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施
す
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ン
ケ
ー
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や

市
民
意
識
調
査
な
ど

今回(令和6年度)調査（n=1392）

 
今回調査

（n=1392） 

 

無回答 730人 52.4% 

その他 205人 14.7% 

審議会等の市民公募委員 10人 0.7% 

パブリックコメント 26人 1.9% 

市民参加のワークショップや意見交換会など、市の施

策や計画等に対して自由に意見が言える場 
46人 3.3% 

市ホームページ等による「市民の声」で意見・質問 68人 4.9% 

市の実施するアンケートや市民意識調査など 372人 26.7% 

総数 522人   

回答者数 1392人   
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（％）

無
回
答

審
議
会
等
の
市
民
公
募
委
員

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

意
見
交
換
会
な
ど

、
市
の
施
策
や

計
画
等
に
対
し
て
自
由
に
意
見
が

言
え
る
場

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る

「
市

民
の
声

」
で
意
見
・
質
問

市
の
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市

民
意
識
調
査
な
ど

そ
の
他

回
答
者
数

18歳～19歳 57.1 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 14.3 14人

20歳代 61.4 0.0 0.0 3.5 0.0 28.1 7.0 57人

30歳代 56.6 0.9 0.0 3.5 6.2 18.6 17.7 117人

40歳代 49.5 0.0 3.8 1.9 4.7 25.0 18.9 220人
50歳代 51.3 0.0 0.7 3.0 4.1 30.6 12.5 277人
60歳代 48.8 0.0 2.8 3.3 3.3 29.3 16.7 224人
70歳代 46.4 1.0 1.7 3.8 7.3 30.1 16.3 308人
80歳以上 59.3 2.9 2.9 4.7 6.4 22.1 11.6 189人
無回答 77.6 2.0 0.0 4.1 2.0 14.3 4.1 51人
合計 52.4 0.7 1.9 3.3 4.9 26.7 14.7 1457人

 1位  ２位  3位 
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問５ 問４の選択肢にある仕組みを活用し、市政に参画したいと思いますか。（○は１つ） 

 市政への参画意向については、「参画したいとは思わない」が 36.2％と最も高く、次いで機会が

あれば参画したい」が 27.4％、「参画したいが難しい」が 26.1％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 3年度調査と比較すると、「参画したいとは思わない」(36.2％)が 6.7ポイント増加し、「参

画したいが難しい」(26.1％)が 5.7 ポイント減少、「機会があれば参画したい」(27.4％)が 4.9 ポ

イント減少、「積極的に参画したい」(27.4％)が 0.7ポイント減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
今回調査

（n=1392） 

 

無回答 116人 8.3% 

既に参画している 16人 1.1% 

積極的に参画したい 11人 0.8% 

機会があれば参画したい 381人 27.4% 

参画したいが難しい 364人 26.1% 

参画したいとは思わない 504人 36.2% 

総数 1392人   

無回答

8.3%
既に参画している

1.1%

積極的に参画

したい

0.8%

機会があ

れば参画

したい

27.4%参画したいが

難しい

26.1%

参画した

いとは思

わない

36.2%

今回(令和6年度)調査（n=1392）

無回答

3.7%

既に参画

している

1.2%

積極的に参

画したい

1.5%

機会があれば参

画したい

32.3%

参画したいが

難しい

31.8%

参画した

いとは思

わない

29.5%

前回(令和3年度)調査（n=1310）
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年代別でみると、18歳～19歳、50歳代、60歳代、70歳代では「参画したいとは思わない」と答

えた割合が最も高く、20 歳代、30 歳代、40 歳代では「機会があれば参画したい」の割合が最も高

く、80歳以上は「参画したいとは思わない」と「参画したいが難しい」が同割合で最も高くなって

います。また、「既に参画している」「積極的に参加したい」と「機会があれば参画したい」を合わ

せた割合は、30歳代、20歳代、40歳代の順に高くなっています。 

 

 1位  ２位  3位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

無
回
答

既
に
参
画
し
て

い
る

積
極
的
に
参
画

し
た
い

機
会
が
あ
れ
ば

参
画
し
た
い

参
画
し
た
い
が

難
し
い

参
画
し
た
い
と

は
思
わ
な
い

回
答
者
数

18歳～19歳 14.3 0.0 0.0 28.6 7.1 50.0 14.0
20歳代 7.0 1.8 0.0 42.1 22.8 26.3 57人
30歳代 0.9 3.5 0.9 40.7 21.2 32.7 113人
40歳代 3.8 0.5 1.4 37.7 23.1 33.5 212人
50歳代 3.0 1.1 0.0 32.8 25.8 37.3 271人
60歳代 4.7 0.0 1.4 31.2 24.2 38.6 215人
70歳代 10.0 1.0 0.7 15.6 30.8 41.9 289人
80歳以上 18.6 2.3 1.2 12.8 32.6 32.6 172人
無回答 44.9 0.0 0.0 8.2 20.4 26.5 49人
合計 8.3 1.1 0.8 27.4 26.1 36.2 1392人
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問６ 問５で「４．参画したいが難しい」、「５．参画したいとは思わない」を選択された方にお聞

きします。その理由について〇をつけてください。（○はいくつでも） 

 参画できない・したいと思わない理由については、無回答をのぞいて、「仕事、家事、育児、介護、

学業等で忙しく、時間がないから」が 45.7％で最も高く、次いで、「体力や健康に自身がないから」

が 39.8％、「市政の内容がよく分からないから」が 27.1％と続いています。 

 

 令和 3年度調査と比較すると、「体力や健康に自身がないから」が 10ポイント増加し、今回調査

から新設した「参画しても、自分の意見が市政に反映されるとは思わないから」は 16.8％でした。 

 
今回調査

（n=876） 

 
前回調査

（n=803） 

 

無回答 480人 54.8% 498人 62.0% 

その他 41人 4.7% 41人 5.1% 

地域に知り合いがいないからまたは誘われないから 93人 10.6% 104人 13.0% 

参画しても、自分の意見が市政に反映されるとは思わ

ないから 
147人 16.8% － － 

参画の方法が分からないから 156人 17.8% 167人 20.8% 

責任が重くて大変そうだから 183人 20.9% 201人 25.0% 

関心や興味が持てないから 194人 22.1% 206人 25.7% 

人間関係が負担に感じるから 199人 22.7% 204人 25.4% 

市政の内容がよく分からないから 237人 27.1% 257人 32.0% 

体力や健康に自信がないから 349人 39.8% 239人 29.8% 

仕事、家事、育児、介護、学業等で忙しく、時間がないか

ら（※） 
400人 45.7% 343人 42.7% 

総数 1958人   1450人   

回答者数 876人   803人   

※令和 6 年度調査から選択肢に「学業」を追加 

54.8%

4.7%

10.6%
16.8%

17.8% 20.9%
22.1% 22.7%

27.1%
39.8%

45.7%
62.0%

5.1%
13.0%

20.8% 25.0%
25.7%

25.4%
32.0%

29.8%
42.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

無
回
答

そ
の
他

地
域
に
知
り
合
い
が
い

な
い
か
ら
ま
た
は
誘
わ

れ
な
い
か
ら

参
画
し
て
も
、
自
分
の
意

見
が
市
政
に
反
映
さ
れ

る
と
は
思
わ
な
い
か
ら

参
画
の
方
法
が
分
か
ら

な
い
か
ら

責
任
が
重
く
て
大
変
そ

う
だ
か
ら

関
心
や
興
味
が
持
て
な

い
か
ら

人
間
関
係
が
負
担
に
感

じ
る
か
ら

市
政
の
内
容
が
よ
く
分

か
ら
な
い
か
ら

体
力
や
健
康
に
自
信
が

な
い
か
ら

仕
事
、
家
事
、
育
児
、
介

護
、
学
業
等
で
忙
し
く
、

時
間
が
な
い
か
ら
（※

）

今回(令和6年度)調査（n=876） 前回(令和3年度)調査（n=803）
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 年代別でみると、無回答をのぞいて、20歳代、30歳代、40歳代、50歳代、60歳代で「仕事、

家事、育児、介護、学業等で忙しく、時間がないから」の割合が最も高くなっています。70歳か

ら 80歳代以上では「体力や健康に自身がないから」と答えた割合が最も高く、18歳～19歳では

「関心や興味が持てないから」が最も高くなっています。 

 
 1位  ２位  3位 

 

  

（％）

無
回
答

仕
事

、
家
事

、
育
児

、
介

護

、
学
業
等
で
忙
し
く

、

時
間
が
な
い
か
ら

体
力
や
健
康
に
自
信
が
な

い
か
ら

市
政
の
内
容
が
よ
く
分
か

ら
な
い
か
ら

地
域
に
知
り
合
い
が
い
な

い
か
ら
ま
た
は
誘
わ
れ
な

い
か
ら

責
任
が
重
く
て
大
変
そ
う

だ
か
ら

人
間
関
係
が
負
担
に
感
じ

る
か
ら

参
画
の
方
法
が
分
か
ら
な

い
か
ら

関
心
や
興
味
が
持
て
な
い

か
ら

参
画
し
て
も

、
自
分
の
意

見
が
市
政
に
反
映
さ
れ
る

と
は
思
わ
な
い
か
ら

そ
の
他

回
答
者
数

18歳～19歳 42.9 35.7 14.3 21.4 7.1 14.3 14.3 21.4 42.9 7.1 0.0 31人
20歳代 49.1 28.1 7.0 14.0 1.8 3.5 5.3 14.0 21.1 8.8 3.5 89人
30歳代 46.9 38.9 6.2 17.7 4.4 8.0 9.7 10.6 13.3 15.0 1.8 195人
40歳代 42.9 39.2 9.0 17.0 5.2 9.0 12.3 10.4 9.0 13.7 0.5 356人
50歳代 35.8 45.4 12.5 18.1 8.1 15.5 17.3 12.2 13.7 12.2 1.8 522人
60歳代 35.8 29.3 19.1 20.0 7.4 12.6 20.0 9.3 16.7 8.4 1.9 388人
70歳代 21.5 16.6 41.9 19.4 6.2 16.6 17.0 13.1 17.6 10.7 3.8 533人
80歳以上 23.8 7.0 61.6 10.5 8.7 16.3 9.3 10.5 8.7 5.2 9.3 294人
無回答 51.0 12.2 30.6 8.2 8.2 12.2 4.1 4.1 6.1 8.2 0.0 71人
合計
（n=876） 54.8 45.7 39.8 27.1 10.6 20.9 22.7 17.8 22.1 16.8 4.7 2479人
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問７ 伊丹市での情報の共有は進んでいると思いますか。（○は１つ） 

 情報共有の進展度については、「どちらともいえない」が 44.4％で最も高く、「進んでいると感じ

る一方で、課題もある」もしくは「自分では判断ができない」と感じている回答者が多いことが読

み取れます。次いで「あまり進んでいるとは思わない」が 19.0％、「進んでいると思う」が 18.6％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 3年度調査と比較すると、大きな差異は見られませんでした。 

具体的には、「あまり進んでいるとは思わない」(19.0％)と「進んでいるとは思わない」（8.7％）

を足した割合（27.7％）は 0.6ポイント減少し、「とても進んでいると思う」(1.1％)と「進んでい

ると思う」(18.6％)を足した割合(19.8%)が 1.2ポイント上昇しています。 

 

 

 

年代別でみると、80歳以上では「進んでいると思う」の割合が最も高くなっていますが、それ以

外の年代では「どちらともいえない」の割合が最も高く、30歳代、40歳代、50歳代、60歳代では

無回答

10.3% とても進んでい

ると思う

0.5%

進んでい

ると思う

18.2%

どちらともいえ

ない

42.7%

あまり進ん

でいるとは

思わない

20.0%

進んでいると

は思わない

8.3%

前回(令和3年度)調査（n=1310）調査

 
今回調査

（n=1392） 

 

無回答 113人 8.1% 

とても進んでいると思う 16人 1.1% 

進んでいると思う 259人 18.6% 

どちらともいえない 618人 44.4% 

あまり進んでいるとは思わ

ない 
265人 19.0% 

進んでいるとは思わない 121人 8.7% 

総数 1392人   

無回答

8.1%

とても進

んでいる

と思う

1.1%

進んで

いると

思う

18.6%

どちらとも

いえない

44.4%

あまり進

んでいる

とは思わ

ない

19.0%

進んでいるとは

思わない

8.7%

今回(令和6年度)調査（n=1392）
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二番目に「あまり進んでいるとは思えない」の割合が高くなっています。20 歳代、70 歳代では二

番目には「進んでいると思う」の割合が高くなっています。 

 

 1位  ２位  3位 

  

（％）

無
回
答

と
て
も
進
ん
で

い
る
と
思
う

進
ん
で
い
る
と

思
う

ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い

あ
ま
り
進
ん
で

い
る
と
は
思
わ

な
い

進
ん
で
い
る
と

は
思
わ
な
い

回
答
者
数

18歳～19歳 0.0 0.0 35.7 42.9 21.4 0.0 14人
20歳代 5.3 1.8 28.1 36.8 15.8 12.3 57人
30歳代 1.8 0.9 16.8 52.2 21.2 7.1 113人
40歳代 1.9 0.5 12.7 49.1 25.9 9.9 212人
50歳代 5.5 0.4 12.2 52.4 18.1 11.4 271人
60歳代 9.8 0.9 13.5 42.8 24.7 8.4 215人
70歳代 10.4 0.3 22.5 44.6 13.1 9.0 289人
80歳以上 10.5 4.7 33.7 31.4 14.5 5.2 172人
無回答 40.8 2.0 14.3 22.4 18.4 2.0 49人
合計 8.1 1.1 18.6 44.4 19.0 8.7 1392人
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問８ あなたが「市民と市が情報を共有する方法」の中で充実してほしいものはどれですか。（○はい

くつでも） 

 情報共有手段の充実希望については、「市広報紙『広報伊丹』」(71.3％)が最も高く、次いで「市

ホームページや LINE、Facebook、X（旧 Twitter）、Youtubeなど SNS等の電子媒体の活用」が 31.8％、

「市が持っているさまざまな情報のインターネット等を通じた公開（オープンデータ）」が 28.3％

と続いています。 

 

  
今回調査

（n=1392） 

 

無回答 76人 5.5% 

その他 51人 3.7% 

市民参加のワークショップや意見交換会など、市の施策や計画等に対して自由に意

見が言える場 
116人 8.3% 

支所・分室や図書館などに配架される刊行物や掲示物など 204人 14.7% 

まちづくり出前講座や各課が実施する講座・イベントなど 221人 15.9% 

コミュニティ掲示板や回覧板など、自治会等を通した情報提供 388人 27.9% 

市が持っているさまざまな情報のインターネット等を通じた公開（オープンデータ） 394人 28.3% 

市ホームページや LINE、Facebook、X（旧 Twitter）、Youtube など SNS 等

の電子媒体の活用 
442人 31.8% 

市広報紙「広報伊丹」 992人 71.3% 

総数 2808人   

回答者数 1392人   

 

5.5% 3.7%
8.3%

14.7% 15.9%

27.9% 28.3%
31.8%

71.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

無
回
答

そ
の
他

市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
意

見
交
換
会
な
ど
、
市
の
施
策
や
計

画
等
に
対
し
て
自
由
に
意
見
が
言

え
る
場

支
所
・分
室
や
図
書
館
な
ど
に
配
架

さ
れ
る
刊
行
物
や
掲
示
物
な
ど

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
や
各
課
が

実
施
す
る
講
座
・イ
ベ
ン
ト
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
掲
示
板
や
回
覧
板

な
ど
、
自
治
会
等
を
通
し
た
情
報

提
供

市
が
持
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ

た
公
開
（オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やL

IN
E

、

F
a
c
e

b
o

o
k

、X

（旧

T
w

itte
r

）、Yo
u

tu
b

e

な
ど

S
N

S

等
の
電
子
媒
体
の
活
用

市
広
報
紙
「広
報
伊
丹
」
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令和 3年度調査の設問「あなたが市民と市が情報を共有できると思う方法」の回答と比較すると、

「市ホームページや（中略）SNS等の電子媒体の活用」(31.8％)が 7.1ポイント上昇し、「まちづく

り出前講座や各課が実施する講座・イベントなど」(15.9％)が 5.7ポイント上昇しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別でみると、18歳～19歳、20歳代、30歳代では「市ホームページや（中略）SNS等の電子

媒体の活用」の割合が最も高く、それ以外の年代では市広報紙「広報伊丹」の割合が最も高くな

っています。70歳代以上の世代では、「コミュニティ掲示板や回覧板など、自治会等を通した情報

提供」の割合が他の世代より高く、「市ホームページや（中略）SNS等の電子媒体の活用」の割合

が他の世代より低くなっています。20歳代から 60歳代では「市が持っているさまざまな情報のイ

ンターネット等を通じた公開（オープンデータ）」が他の世代より高くなっています。 

 

  

（％）

無
回
答

市
広
報
紙

「
広
報
伊
丹

」

支
所
・
分
室
や
図
書
館
な
ど
に
配
架
さ
れ

る
刊
行
物
や
掲
示
物
な
ど

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
や
各
課
が
実
施
す

る
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
L
I
N
E

、

F
a
c
e
b
o
o
k

、
X

（
旧

T
w
i
t
t
e
r

）
、
Y
o
u
t
u
b
e

な
ど
の
S
N
S
等
の
電
子
媒
体
の
活
用

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
掲
示
板
や
回
覧
板
な
ど

、

自
治
会
等
を
通
し
た
情
報
提
供

市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
意
見
交

換
会
な
ど

、
市
の
施
策
や
計
画
等
に
対
し

て
自
由
に
意
見
が
言
え
る
場

市
が
持
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
公
開

（
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ

）

そ
の
他

回
答
者
数

18歳～19歳 14.3 42.9 14.3 0.0 50.0 14.3 0.0 14.3 0.0 21人
20歳代 5.3 40.4 12.3 14.0 57.9 14.0 7.0 42.1 1.8 111人
30歳代 2.7 51.3 9.7 13.3 63.7 16.8 6.2 33.6 1.8 225人
40歳代 1.9 66.5 8.5 14.6 42.9 19.3 9.0 40.1 3.3 437人
50歳代 3.3 70.8 12.5 14.4 42.4 17.0 8.9 42.1 3.7 583人
60歳代 3.3 79.5 16.7 17.2 31.6 28.4 9.8 33.5 2.8 479人
70歳代 4.8 82.0 19.4 19.0 13.5 42.6 6.6 13.8 3.8 594人
80歳以上 7.6 83.7 19.8 19.2 8.7 45.3 11.6 8.1 7.6 364人
無回答 42.9 40.8 12.2 6.1 4.1 20.4 4.1 10.2 2.0 70人
合計 5.5 71.3 14.7 15.9 31.8 27.9 8.3 28.3 3.7 2884人

 1位  ２位  3位 

3.0% 2.6% 3.1%
5.6%

10.2%

17.1%

24.5% 24.7%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

無
回
答

そ
の
他

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の

活
用

市
民
会
議
や
意
見
交
換
会
な

ど
、
自
由
に
意
見
が
言
え
る
場

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
や
各

課
が
実
施
す
る
講
座
・イ
ベ
ン

ト
な
ど

市
の
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や

市
民
意
識
調
査
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
掲
示
板
や
回
覧

板
な
ど
、
自
治
会
等
を
通
し
た

情
報
提
供

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やL

IN
E

、

F
a
c
e

b
o

o
k

、Tw
itte

r

な

ど
のS

N
S

等
の
電
子
媒
体
の

活
用
な
ど

＜参考比較＞前回(令和3年度)調査（n=1310）

あなたが「市民と市が情報を共有できると思う方法」は

どれですか。（○はいくつでも）
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４ 「市民活動」を進めるために  

問９ あなたが知っている市民活動はどれですか。（○はいくつでも） 

市民活動の認知度については、「学校、地域の子育て支援に関する活動(PTA 活動、子ども会、子

育てサークル活動など)」(67.5％)が最も高く、次いで、「地域住民等の親睦を図る活動(お祭り、も

ちつき大会等各種イベントなど)」（59.2％）、「地域防犯に関する活動(地域防犯パトロール、児童

等の見守り活動など)」(58.7％)が続きます。 

令和 3年度調査と比較すると、「福祉、健康、医療に関する活動(こども食堂、地域ふれ愛福祉サ

ロンなど)」(47.1％)が 12.2ポイント増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今回調査

（n=1392） 

 
前回調査

（n=1310） 

 

その他 36人 2.6% 37人 2.8% 

無回答 91人 6.5% 77人 5.9% 

地域防災に関する活動 (自主防災訓練など) 440人 31.6% 418人 31.9% 

生涯学習に関する活動(土曜学習、各種趣味・サーク

ル活動など) 
553人 39.7% 535人 40.8% 

文化、芸術、スポーツに関する活動(スポーツクラブ

21、各種文化・スポーツ啓発活動など) 
625人 44.9% 628人 47.9% 

福祉、健康、医療に関する活動(こども食堂、地域ふれ

愛福祉サロンなど) 
655人 47.1% 457人 34.9% 

環境保全、美化に関する活動 (地域清掃活動など) 657人 47.2% 632人 48.2% 

2.6%
6.5%

31.6%

39.7%
44.9%

47.1%
47.2%

58.7%
59.2% 67.5%

2.8%
5.9%

31.9%

40.8%
47.9%

34.9%

48.2%

62.2% 62.7% 66.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

そ
の
他

無
回
答

地
域
防
災
に
関
す
る
活
動

(

自
主

防
災
訓
練
な
ど)

生
涯
学
習
に
関
す
る
活
動(

土
曜

学
習
、
各
種
趣
味
・サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど)

文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

活
動(

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ2

1

、
各
種

文
化
・ス
ポ
ー
ツ
啓
発
活
動
な
ど)

福
祉
、
健
康
、
医
療
に
関
す
る
活
動

(

こ
ど
も
食
堂
、
地
域
ふ
れ
愛
福
祉

サ
ロ
ン
な
ど)

環
境
保
全
、
美
化
に
関
す
る
活
動

(

地
域
清
掃
活
動
な
ど)

地
域
防
犯
に
関
す
る
活
動(

地
域

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
児
童
等
の
見

守
り
活
動
な
ど)

地
域
住
民
等
の
親
睦
を
図
る
活
動

(

お
祭
り
、
も
ち
つ
き
大
会
等
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど)

学
校
、
地
域
の
子
育
て
支
援
に
関

す
る
活
動(P

T
A

活
動
、
子
ど
も

会
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど)

今回(令和6年度)調査（n=1392） 前回(令和3年度)調査（n=1310）
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年代による目立った特徴は見られず、どの世代でも「学校、地域の子育て支援に関する活動」、

「地域防犯に関する活動」、「地域住民等の親睦を図る活動」の割合が高く、「地域防災に関する活

動」の割合が低くなっています。 

 

 1位  ２位  3位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）

無
回
答

学
校

、
地
域
の
子
育
て
支
援
に

関
す
る
活
動

(

P
T
A
活
動

、

子
ど
も
会

、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど

)

生
涯
学
習
に
関
す
る
活
動

(

土

曜
学
習

、
各
種
趣
味
・
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど

)

福
祉

、
健
康

、
医
療
に
関
す
る

活
動

(

こ
ど
も
食
堂

、
地
域
ふ

れ
愛
福
祉
サ
ロ
ン
な
ど

)

文
化

、
芸
術

、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
活
動

(

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

2
1

、
各
種
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

啓
発
活
動
な
ど

)

環
境
保
全

、
美
化
に
関
す
る
活

動
　

(

地
域
清
掃
活
動
な
ど

)

地
域
防
犯
に
関
す
る
活
動

(

地

域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

、
児
童
等

の
見
守
り
活
動
な
ど

)

地
域
防
災
に
関
す
る
活
動

(

自
主
防
災
訓
練
な
ど

)

地
域
住
民
等
の
親
睦
を
図
る
活

動

(

お
祭
り

、
も
ち
つ
き
大
会

等
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

)

そ
の
他

回
答
者
数

18歳～19歳 0.0 85.7 50.0 42.9 42.9 42.9 78.6 21.4 71.4 0.0 61人
20歳代 5.3 84.2 38.6 36.8 42.1 47.4 57.9 17.5 63.2 0.0 224人
30歳代 0.9 75.2 34.5 46.9 41.6 38.9 55.8 27.4 63.7 0.9 436人
40歳代 5.2 76.9 48.1 53.3 51.9 41.5 60.4 27.8 64.2 2.4 915人
50歳代 3.7 77.1 43.5 43.9 57.2 49.1 62.7 30.6 61.6 1.8 1169人
60歳代 4.2 70.2 40.0 50.2 43.7 51.2 67.4 33.5 58.6 3.3 908人
70歳代 5.2 57.4 38.1 46.7 38.4 51.2 54.0 34.6 56.7 3.1 1114人
80歳以上 12.8 51.7 35.5 51.2 37.2 51.2 51.7 39.5 55.2 4.1 671人
無回答 40.8 34.7 16.3 24.5 28.6 26.5 44.9 28.6 36.7 4.1 140人
合計 6.5 67.5 39.7 47.1 44.9 47.2 58.7 31.6 59.2 2.6 5638人

地域防犯に関する活動(地域防犯パトロール、児童等

の見守り活動など) 
817人 58.7% 815人 62.2% 

地域住民等の親睦を図る活動(お祭り、もちつき大会

等各種イベントなど) 
824人 59.2% 822人 62.7% 

学校、地域の子育て支援に関する活動(PTA 活動、子

ども会、子育てサークル活動など) 
940人 67.5% 866人 66.1% 

総数 5638人   5287人   

回答者数 1392人   1310人   
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問１０ あなたがこれまで「企画・運営の担い手としてかかわったことがある市民活動」はどれで

すか。（○はいくつでも） 

 担い手としてかかわったことがある市民活動については、「学校、地域の子育て支援に関する活

動(PTA 活動、子ども会、子育てサークル活動など)」(35.7％)が最も高く、次いで「地域住民等の

親睦を図る活動(お祭り、もちつき大会等各種イベントなど)」(32.3％)、「環境保全、美化に関する

活動 (地域清掃活動など)」(25.9％)と続いています。 

 令和 3 年度調査と比較すると、目立った変化は見られず、「学校、地域の子育て支援に関する活

動(PTA活動、子ども会、子育てサークル活動など)」(35.7％)は 2.2ポイント上昇し、「地域住民等

の親睦を図る活動(お祭り、もちつき大会等各種イベントなど)」(32.3％)は 3.3 ポイント減少し、

環境保全、美化に関する活動 (地域清掃活動など)」(25.9％)は 3ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今回調査

（n=1392） 

 
前回調査

（n=1310） 

 

無回答 389人 27.9% 368人 28.1% 

その他 133人 9.6% 121人 9.2% 

福祉、健康、医療に関する活動(こども食堂、地

域ふれ愛福祉サロンなど) 
96人 6.9% 70人 5.3% 

生涯学習に関する活動(土曜学習、各種趣味・サ

ークル活動など) 
122人 8.8% 128人 9.8% 

27.9%

9.6%
6.9%

8.8%

14.2%
14.4%

21.3%

25.9%

32.3%

35.7%

28.1%

9…
5.3%

9.8%

15.6% 15.9%

20.1% 28.9%

35.6%

33.5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

無
回
答

そ
の
他

福
祉
、
健
康
、
医
療
に
関
す
る
活
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こ

ど
も
食
堂
、
地
域
ふ
れ
愛
福
祉
サ
ロ
ン

な
ど)

生
涯
学
習
に
関
す
る
活
動(

土
曜
学
習
、

各
種
趣
味
・サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど)

地
域
防
災
に
関
す
る
活
動

(

自
主
防
災

訓
練
な
ど)

文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
活
動

(

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ2

1

、
各
種
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
啓
発
活
動
な
ど)

地
域
防
犯
に
関
す
る
活
動(

地
域
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
児
童
等
の
見
守
り
活
動

な
ど)

環
境
保
全
、
美
化
に
関
す
る
活
動

(

地

域
清
掃
活
動
な
ど)

地
域
住
民
等
の
親
睦
を
図
る
活
動(

お

祭
り
、
も
ち
つ
き
大
会
等
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど)

学
校
、
地
域
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る

活
動(

P
T

A

活
動
、
子
ど
も
会
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど)

今回(令和6年度)調査（n=1392） 前回(令和3年度)調査（n=1310）
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地域防災に関する活動 (自主防災訓練など) 197人 14.2% 204人 15.6% 

文化、芸術、スポーツに関する活動(スポーツク

ラブ 21、各種文化・スポーツ啓発活動など) 
200人 14.4% 208人 15.9% 

地域防犯に関する活動(地域防犯パトロール、

児童等の見守り活動など) 
297人 21.3% 263人 20.1% 

環境保全、美化に関する活動 (地域清掃活動

など) 
360人 25.9% 378人 28.9% 

地域住民等の親睦を図る活動(お祭り、もちつ

き大会等各種イベントなど) 
449人 32.3% 466人 35.6% 

学校、地域の子育て支援に関する活動(PTA 活

動、子ども会、子育てサークル活動など) 
497人 35.7% 439人 33.5% 

総数 2218人   2645人   

回答者数 1392人   1310人   

 

 年代別でみると、無回答をのぞくと、18 歳～19 歳、20 歳代では、「地域住民等の親睦を図る活

動」の割合が高く、30歳、40歳代、50歳代、60歳代では「学校、地域の子育て支援に関する活動」、

「地域住民等の親睦を図る活動」の割合が高く、70歳代以上の世代では「地域住民等の親睦を図る

活動」、「環境保全、美化に関する活動」の割合が高くなっています。 

 

 1位  ２位  3位 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

無
回
答

学
校

、
地
域
の
子
育
て
支
援
に

関
す
る
活
動
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P
T
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活
動

、

子
ど
も
会

、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど

)

生
涯
学
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関
す
る
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(
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曜
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習

、
各
種
趣
味
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サ
ー
ク

ル
活
動
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ど

)

福
祉

、
健
康

、
医
療
に
関
す
る

活
動

(

こ
ど
も
食
堂

、
地
域
ふ

れ
愛
福
祉
サ
ロ
ン
な
ど

)

文
化

、
芸
術

、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
活
動

(

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

2
1

、
各
種
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

啓
発
活
動
な
ど

)

環
境
保
全

、
美
化
に
関
す
る
活

動
　

(

地
域
清
掃
活
動
な
ど

)

地
域
防
犯
に
関
す
る
活
動

(

地

域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

、
児
童
等

の
見
守
り
活
動
な
ど

)

地
域
防
災
に
関
す
る
活
動

(

自
主
防
災
訓
練
な
ど

)

地
域
住
民
等
の
親
睦
を
図
る
活

動

(

お
祭
り

、
も
ち
つ
き
大
会

等
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

)

そ
の
他

回
答
者
数

18-19歳 21.4 7.1 14.3 0.0 14.3 7.1 7.1 0.0 35.7 21.4 18人

20-29歳 38.6 12.3 12.3 8.8 14.0 10.5 3.5 8.8 29.8 8.8 84人

30-39歳 45.1 20.4 7.1 4.4 9.7 8.8 10.6 2.7 19.5 12.4 159人

40-49歳 23.6 47.2 8.5 6.1 17.0 20.8 23.6 12.3 29.2 10.4 421人

50-59歳 26.9 49.8 7.0 3.7 18.5 23.2 26.9 11.8 30.3 8.9 561人

60-69歳 20.9 40.9 6.5 6.5 14.9 32.6 23.3 14.9 38.1 7.4 443人

70-79歳 22.8 32.2 9.7 9.7 13.1 34.3 22.1 20.1 38.1 9.7 612人

80歳以上 27.9 22.7 14.5 12.2 12.2 36.6 22.7 20.9 35.5 11.6 373人

無回答 63.3 22.4 2.0 0.0 4.1 8.2 12.2 10.2 16.3 2.0 69人
合計 27.9 35.7 8.8 6.9 14.4 25.9 21.3 14.2 32.3 9.6 2740人
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問１１ 今後、「市民活動に運営者の一員として参加したい」と思いますか。（○は１つ） 

 市民活動への担い手としての参加意向については、「参加したいと思わない」（35.8％）の割合が

最も高く、次いで「参加したいが難しい」（30.8％）、「機会があれば参加したい」（26.4％）、「積極

的に参加したい」（1.5％）と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 3年度調査と比較すると、目立った変化は見られず、「参加したいと思わない」（35.8％）は

3 ポイント増加、「参加したいが難しい」（30.8％）は 1.6 ポイント減少、「機会があれば参加した

い」（26.4％）は 2.4ポイント減少、「積極的に参加したい」（1.5％）は 0.6％増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答

5.0%

積極的に参

加したい

0.9%

機会があ

れば参加

したい

28.8%

参加したい

が難しい

32.4%

参加した

いと思わ

ない

32.8%

前回(令和3年度)調査（n=1310）

 
今回調査

（n=1392） 

 

無回答 75人 5.4% 

積極的に参加したい 21人 1.5% 

機会があれば参加したい 368人 26.4% 

参加したいが難しい 429人 30.8% 

参加したいと思わない 499人 35.8% 

総数 1392人   

無回答

5.4%

積極的に参加

したい

1.5%

機会があ

れば参加

したい

26.4%

参加したい

が難しい

30.8%

参加した

いと思わ

ない

35.8%

今回(令和6年度)調査（n=1392）
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 年代別でみると、20歳代、40歳代では、「機会があれば参加したい」の割合が最も高く、30歳代

では「参加したいと思わない」の割合が最も高くなっています。70歳代以上の世代では「参加した

いと思わない」、「参加したいが難しい」の割合が他の世代より高くなっています。 

 

 

 

「積極的に参加したい」と「機会があれば参加したい」の合計が最も高い割合は、20歳代

（45.6％）で、次いで 40歳代（37.7％）と続きます。 

 

  

（％）

無
回
答

積
極
的
に
参
加

し
た
い

機
会
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い

参
加
し
た
い
が

難
し
い

参
加
し
た
い
と

思
わ
な
い

回
答
者
数

18歳～19歳 0.0 0.0 35.7 21.4 42.9 14人
20歳代 1.8 5.3 40.4 21.1 31.6 57人
30歳代 0.9 3.5 31.0 27.4 37.2 113人
40歳代 0.5 2.4 35.4 28.8 33.0 212人
50歳代 1.1 0.7 28.8 32.1 37.3 271人
60歳代 3.3 0.9 31.6 27.0 37.2 215人
70歳代 5.9 0.3 19.4 34.9 39.4 289人
80歳以上 13.4 1.7 12.8 39.0 33.1 172人
無回答 44.9 2.0 12.2 18.4 22.4 49人
合計 5.4 1.5 26.4 30.8 35.8 1392人

 1位  ２位  3位 
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問１２ 問１１で「３．参加したいが難しい」、「４．参加したいと思わない」を選択された方は、

その理由を教えてください。（○はいくつでも） 

 市民活動の担い手への不参加理由については、「仕事、家事、育児、介護、学業等で忙しく、時間

がないから」(50.3％)が最も高く、次いで「体力や健康に自身が無いから」(47.1％)、「人間関係が

負担に感じるから」(28.2％)、「責任が重くて大変そうだから」と続いています。 

 令和 3年度調査と比較すると、「体力や健康に自身が無いから」(47.1％)が 11.9ポイント増加し、

「人間関係が負担に感じるから」(28.2％)が 4.7ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今回調査

（n=928） 

 
前回調査

（n=855） 

 

無回答 434人 46.8% 451人 52.7% 

その他 42人 4.5% 33人 3.9% 

地域に知り合いがいないからまたは誘われないから 97人 10.5% 120人 14.0% 

どのような活動があるか分からないから 100人 10.8% 134人 15.7% 

参加の方法が分からないから 103人 11.1% 100人 11.7% 

関心や興味が持てないから 152人 16.4% 165人 19.3% 

責任が重くて大変そうだから 187人 20.2% 182人 21.3% 

人間関係が負担に感じるから 262人 28.2% 281人 32.9% 

体力や健康に自信がないから 437人 47.1% 301人 35.2% 

仕事、家事、育児、介護、学業等で忙しく、時間がない

から（※） 
467人 50.3% 419人 49.0% 

総数 1847人   2186人   

回答者数 928人   855人   

※令和 6 年度調査から選択肢に「学業」を追加 

 

46.8%

4.5%
10.5% 10.8% 11.1%

16.4%
20.2%

28.2%

47.1%
50.3%52.7%

3.9% 14.0%
15.7% 11.7%

19.3%
21.3%

32.9%
35.2%

49.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

無
回
答

そ
の
他

地
域
に
知
り
合
い
が
い

な
い
か
ら
ま
た
は
誘
わ

れ
な
い
か
ら

ど
の
よ
う
な
活
動
が
あ

る
か
分
か
ら
な
い
か
ら

参
加
の
方
法
が
分
か
ら

な
い
か
ら

関
心
や
興
味
が
持
て
な

い
か
ら

責
任
が
重
く
て
大
変
そ

う
だ
か
ら

人
間
関
係
が
負
担
に
感

じ
る
か
ら

体
力
や
健
康
に
自
信
が

な
い
か
ら

仕
事
、
家
事
、
育
児
、
介

護
、
学
業
等
で
忙
し
く
、

時
間
が
な
い
か
ら
（※

）

今回(令和6年度)調査（n=928） 前回(令和3年度)調査（n=855）
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 年代別でみると、無回答をのぞいて、70歳代以上の年代では「体力や健康に自身がないから」の

割合が最も高く、その他の年代では「仕事、家事、育児、介護、学業等で忙しく、時間がないから」

が最も高くなっています。 

 

 

 1位  ２位  3位 

 

  

（％）

無
回
答

仕
事

、
家
事

、
育

児

、
介
護

、
学
業
等

で
忙
し
く

、
時
間
が

な
い
か
ら

体
力
や
健
康
に
自
信

が
な
い
か
ら

ど
の
よ
う
な
活
動
が

あ
る
か
分
か
ら
な
い

か
ら

地
域
に
知
り
合
い
が

い
な
い
か
ら
ま
た
は

誘
わ
れ
な
い
か
ら

責
任
が
重
く
て
大
変

そ
う
だ
か
ら

人
間
関
係
が
負
担
に

感
じ
る
か
ら

参
加
の
方
法
が
分
か

ら
な
い
か
ら

関
心
や
興
味
が
持
て

な
い
か
ら

そ
の
他

回
答
者
数

18歳～19歳 35.7 57.1 21.4 7.1 21.4 21.4 14.3 14.3 21.4 0.0 30人

20歳代 45.6 33.3 10.5 3.5 5.3 8.8 10.5 8.8 19.3 1.8 84人

30歳代 36.3 48.7 8.8 11.5 10.6 12.4 23.0 7.1 14.2 0.9 196人

40歳代 38.2 45.3 11.8 6.1 8.0 12.3 18.4 5.7 11.3 0.9 335人

50歳代 29.5 53.1 18.5 9.6 6.6 15.1 24.4 7.0 11.8 1.8 481人

60歳代 33.5 33.0 25.6 6.0 7.4 14.4 24.7 7.9 13.5 1.4 360人

70歳代 23.2 20.1 54.0 7.3 5.5 15.6 18.3 9.0 9.3 2.4 476人
80歳以上 20.3 5.2 68.0 5.2 5.8 11.6 7.0 8.1 4.7 12.8 256人
無回答 55.1 14.3 30.6 4.1 4.1 4.1 10.2 0.0 4.1 2.0 63人
合計（n＝928） 46.8 50.3 47.1 10.8 10.5 20.2 28.2 11.1 16.4 4.5 2281人
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問１３ 市民まちづくりプラザがどのような施設か、このアンケート以前に知っていましたか。（○

は１つ） 

 市民まちづくりプラザの認知度については、「知らなかった」(74.6％)が最も高く、「知っていた」

は 16.8％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年代による目立った特徴は見られず、どの世代でも「知らなかった」が最も高くなっていますが、

60歳代以上の世代は、「知っていた」の割合が若干高くなっています。 

 

 

 1位  ２位  3位 

 

  

（％）

無
回
答

知
っ
て
い
た

知
ら
な
か
っ
た

回
答
者
数

18歳～19歳 0.0 7.1 92.9 14人
20歳代 0.0 8.8 91.2 57人
30歳代 3.5 12.4 84.1 113人
40歳代 1.4 14.2 84.4 212人
50歳代 2.6 14.0 83.4 271人
60歳代 7.9 22.8 69.3 215人
70歳代 10.4 17.6 72.0 289人
80歳以上 18.6 24.4 57.0 172人
無回答 55.1 8.2 36.7 49人
合計 8.6 16.8 74.6 1392人

無回答 120人 8.6% 

知っていた 234人 16.8% 

知らなかった 1038人 74.6% 

総数 1392人   

無回答

8.6%

知ってい

た

16.8%

知らな

かった

74.6%

今回(令和6年度)調査（n=1392）
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問１４ 市民活動に参加する場合、どのような情報がほしいですか。（○はいくつでも） 

 市民活動に参加する場合に必要な情報について、「自分が住んでいる地域の自治会や小学校区ご

とのまちづくり協議会など、地縁型の市民活動に関する情報」(42.9％)が最も高く、次いで「市

民活動の目的ややりがい、参加した人の声」(29.3％)、「市内のテーマ型の市民活動に関する情報

（活動分野や活動内容・団体数）」(29.1％)、「市民活動を立ち上げたい場合、まちづくりプラザ

ではどのような支援をしてもらえるか」（11.1％）と続いています。 

 

 

無回答 295人 21.2% 

その他 59人 4.2% 

市民活動を立ち上げたい場合、まちづくりプラザではどの

ような支援をしてもらえるか 
155人 11.1% 

市内のテーマ型の市民活動に関する情報（活動分野や活動

内容・団体数） 
405人 29.1% 

市民活動の目的ややりがい、参加した人の声 408人 29.3% 

自分が住んでいる地域の自治会や小学校区ごとのまちづ

くり協議会など、地縁型の市民活動に関する情報 
597人 42.9% 

総数 1624人   

回答者数 1392人   

 

 年代別でみると、すべての年代で「自分が住んでいる地域の自治会や小学校区ごとのまちづくり協

議会など、地縁型の市民活動に関する情報」の割合が最も高くなっています。20歳代、50歳代、60歳

代では、それと近い割合で「市民活動の目的ややりがい、参加した人の声」、「市内のテーマ型の市民

活動に関する情報」の割合も高くなっています。 

21.2%

4.2%

11.1%

29.1% 29.3%

42.9%

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

無
回
答

そ
の
他

市
民
活
動
を
立
ち
上
げ
た

い
場
合
、
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ザ
で
は
ど
の
よ
う
な
支

援
を
し
て
も
ら
え
る
か

市
内
の
テ
ー
マ
型
の
市
民

活
動
に
関
す
る
情
報
（活

動
分
野
や
活
動
内
容
・団

体
数
）

市
民
活
動
の
目
的
や
や
り

が
い
、
参
加
し
た
人
の
声

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域

の
自
治
会
や
小
学
校
区
ご

と
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

な
ど
、
地
縁
型
の
市
民
活

動
に
関
す
る
情
報

今回(令和6年度)調査（n=1392）
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 1位  ２位  3位 

 

  

（％）

無
回
答

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
自

治
会
や
小
学
校
区
ご
と
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
な
ど

、
地
縁
型

の
市
民
活
動
に
関
す
る
情
報

市
内
の
テ
ー
マ
型
の
市
民
活
動

に
関
す
る
情
報

（
活
動
分
野
や

活
動
内
容
・
団
体
数

）

市
民
活
動
の
目
的
や
や
り
が

い

、
参
加
し
た
人
の
声

市
民
活
動
を
立
ち
上
げ
た
い
場

合

、
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
で
は

ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら

え
る
か

そ
の
他

回
答
者
数

18歳～19歳 21.4 42.9 21.4 42.9 7.1 0.0 19人

20歳代 12.3 42.1 38.6 38.6 17.5 1.8 86人

30歳代 11.5 54.9 37.2 30.1 15.0 2.7 171人
40歳代 9.9 52.4 36.8 32.1 17.5 3.3 322人
50歳代 15.1 40.2 35.8 36.5 16.6 3.3 400人
60歳代 14.4 39.5 38.1 39.5 8.8 3.3 309人
70歳代 30.1 42.6 15.6 20.1 5.9 6.2 348人
80歳以上 34.9 39.5 18.6 18.0 4.7 6.4 210人
無回答 65.3 18.4 8.2 10.2 2.0 6.1 54人
合計 21.2 42.9 29.1 29.3 11.1 4.2 1919人
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５ 「協働」を進めるために 

問１５ 伊丹市において、市民と市による協働は進んでいると思いますか。（○はいくつでも） 
 協働の進展度について、「どちらともいえない」(54.0％)が最も高く、「進んでいると感じる一

方で、課題もある」もしくは「自分では判断ができない」と感じている回答者が多いことが読み

取れます。次いで「あまり進んでいるとは思わない」(15.9％)、「進んでいると思う」(15.7％)、

「進んでいるとは思わない」(6.8％)、「とても進んでいると思う」(0.9％)と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 3年度調査と比較すると、目立った変化は見られず、「どちらともいえない」(54.0％)が

1.3ポイント減少し、「あまり進んでいるとは思わない」(15.9％)は 4ポイント減少し、「進んでい

ると思う」(15.7％)は 4ポイント減少し、「進んでいるとは思わない」(6.8％)は 1.5ポイント増

加し、「とても進んでいると思う」(0.9％)は増減なしとなっています。 

 

 

 

 年代別でみると、どの年代でも「どちらともいえない」の割合が最も高くなっています。「あまり

進んでいるとは思わない」と「進んでいるとは思わない」を足した割合よりも「進んでいると思う」

無回答

4.1%

とても進

んでいる

と思う

0.9%

進んでい

ると思う

19.7%

どちらとも

いえない

55.3%

あまり進

んでいる

とは思わ

ない

14.6%

進んでい

るとは思

わない

5.3%

前回(令和3年度)調査（n=1310）

 
今回調査

（n=1392） 

 

無回答 94人 6.8% 

とても進んでいると思う 12人 0.9% 

進んでいると思う 218人 15.7% 

どちらともいえない 752人 54.0% 

あまり進んでいるとは思

わない 
222人 15.9% 

進んでいるとは思わない 94人 6.8% 

総数 1392人   

無回答

6.8% とても進んでい

ると思う

0.9%

進んでい

ると思う

15.7%

どちらともい

えない

54.0%

あまり進

んでいる

とは思わ

ない

15.9%

進んでいると

は思わない

6.8%

今回(令和6年度)調査（n=1392）
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「とても進んでいると思う」を足した割合が上回っているのは、30 歳代と 80 歳以上のみで、他の

年代は下回っています。 

 

 

 

  

 1位  ２位  3位 
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問１６ 市民と市による協働を進めるために、何が重要だと思いますか。（○は３つまで） 

 協働を進めるために重要なことについては、「市民に対する協働の意識啓発を行う」(41.2％)が

最も高く、次いで「協働の大切さを学べるよう、子どもたちや若者世代がボランティア活動などに

参加する機会を増やす」（39.4％）、「市民と市の協働事業を進め、成功事例を広く発信する」（37.6％）

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 46人 3.3%  

無回答 167人 12.0%  

協働で事業ができる力を持った市民活動団体を育てる 301人 21.6%  

市職員に対する協働の意識啓発を行う 340人 24.4%  

中間的な役割のコーディネーターが協働のコーディネートを行う（まち

づくりプラザなど） 
382人 27.4% 

 

市民と市の協働事業を進め、成功事例を広く発信する 523人 37.6%  

協働の大切さを学べるよう、子どもたちや若者世代がボランティア活

動などに参加する機会を増やす 
548人 39.4% 

 

市民に対する協働の意識啓発を行う 574人 41.2%  

総数 2881人    

回答者数 1392人    

 

 

 

 

3.3%

12.0%

21.6%
24.4%

27.4%

37.6% 39.4% 41.2%
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デ
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デ
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プ
ラ
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な
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と
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の
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業
を
進
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、

成
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広
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す
る

協
働
の
大
切
さ
を
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う
、

子
ど
も
た
ち
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若
者
世
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が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
す

る
機
会
を
増
や
す

市
民
に
対
す
る
協
働
の
意
識
啓

発
を
行
う
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 年代別でみると、18歳から 19歳は「市民に対する協働の意識啓発」の割合が最も高く、次いで

「市職員に対する協働の意識啓発」が高くなっています。20歳代は「子どもたちや若者世代の参

加機会」の割合が最も高く、次いで「市民と市の協働事業の成功事例発信」が高くなっていま

す。30歳代、70歳以上の世代は「市民に対する協働の意識啓発」の割合が最も高く、次いで「子

どもたちや若者世代の参加機会」が高くなっています。40歳代、60歳代は「市民と市の協働事業

の成功事例発信」の割合が最も高く、次いで「市民に対する協働の意識啓発」が高くなっていま

す。50歳代は「市民に対する協働の意識啓発」が最も高く、次いで「市民と市の協働事業の成功

事例発信」が高くなっています。」 

 

 1位  ２位  3位 

 

 

 

 

 

 

  

（％）

無
回
答

市
職
員
に
対
す
る
協
働
の
意
識

啓
発
を
行
う

市
民
に
対
す
る
協
働
の
意
識
啓

発
を
行
う

中
間
的
な
役
割
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
協
働
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
う

（
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ザ
な
ど

）

協
働
の
大
切
さ
を
学
べ
る
よ

う

、
子
ど
も
た
ち
や
若
者
世
代

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

参
加
す
る
機
会
を
増
や
す

協
働
で
事
業
が
で
き
る
力
を

持
っ
た
市
民
活
動
団
体
を
育
て

る

市
民
と
市
の
協
働
事
業
を
進

め

、
成
功
事
例
を
広
く
発
信
す

る
そ
の
他

回
答
者
数

18歳～19歳 0.0 50.0 64.3 14.3 42.9 28.6 14.3 0.0 30人

20歳代 10.5 22.8 31.6 26.3 47.4 35.1 40.4 5.3 125人

30歳代 2.7 29.2 50.4 35.4 45.1 27.4 41.6 2.7 265人

40歳代 5.7 28.8 38.2 36.3 36.3 23.6 39.6 4.7 452人

50歳代 7.7 25.8 43.2 32.8 38.4 19.6 39.5 3.3 570人
60歳代 6.0 22.3 41.9 30.7 40.0 22.8 48.4 3.3 463人
70歳代 12.1 23.2 42.9 19.4 42.2 20.1 34.9 2.8 571人
80歳以上 25.0 22.1 41.9 20.3 39.0 19.2 29.7 2.3 343人
無回答 69.4 6.1 12.2 4.1 16.3 6.1 8.2 4.1 62人
合計 12.0 24.4 41.2 27.4 39.4 21.6 37.6 3.3 2881人
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６ 「熟議」を進めるために 

問１７ これまで、あなたが地域の身近な問題について、地域住民や行政等と話し合いを進める中

で、熟議することを意識できていましたか。（○は１つ） 

 熟議を意識できていたかについては、「意識できていなかった」（31.8％）が最も高く、次いで

「どちらともいえない」（28.7％）、「あまり意識できていなかった」（24.9％）、「意識できてい

た」（5.5％）、「しっかりと意識できていた」（1.0％）と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年度調査と比較すると、「意識できていた」（13.5％）が 8％減少し、「意識できていなか

った」（31.8％）が 16.7％増加し、「どちらともいえない」が 9.3％減少しています。 

 

 

 

 

 

 

無回答

7.3%

しっかりと意識

できていた

1.6%
意識でき

ていた

13.5%

どちらと

もいえな

い

38.0%

あまり意

識できて

いなかっ

た

24.4%

意識でき

ていな

かった

15.1%

前回(令和3年度)調査（n=1310）

 
今回調査

（n=1392） 

 

無回答 113人 8.1% 

しっかりと意識できて

いた 
14人 1.0% 

意識できていた 77人 5.5% 

どちらともいえない 399人 28.7% 

あまり意識できていな

かった 
347人 24.9% 

意識できていなかった 442人 31.8% 

総数 1392人   

無回答

8.1%

しっかりと意識で

きていた

1.0%

意識でき

ていた

5.5%

どちらとも

いえない

28.7%

あまり意識でき

ていなかった

24.9%

意識でき

ていな

かった

31.8%

今回(令和6年度)調査（n=1392）
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 年代別でみると、どの年代でも「意識できていなかった」「あまり意識できていなかった」の割

合が高くなっています。 

 

 1位  ２位  3位 

 

  

（％）

無
回
答

し
っ
か
り
と
意
識

で
き
て
い
た

意
識
で
き
て
い
た

ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い

あ
ま
り
意
識
で
き

て
い
な
か
っ
た

意
識
で
き
て
い
な

か
っ
た

回
答
者
数

18歳～19歳 0.0 0.0 7.1 35.7 14.3 42.9 14人
20歳代 0.0 1.8 3.5 36.8 24.6 33.3 57人
30歳代 0.9 3.5 3.5 33.6 16.8 41.6 113人
40歳代 2.8 0.5 6.1 31.1 23.6 35.8 212人
50歳代 2.6 0.4 5.5 36.2 21.0 34.3 271人
60歳代 4.2 0.5 5.1 25.1 30.2 34.9 215人
70歳代 8.7 1.0 4.2 24.9 30.1 31.1 289人
80歳以上 19.8 1.2 10.5 22.7 27.3 18.6 172人
無回答 63.3 2.0 2.0 12.2 12.2 8.2 49人
合計 8.1 1.0 5.5 28.7 24.9 31.8 1392人
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Ⅲ 集計結果（設問間クロス集計） 

① まちづくり基本条例の認知度と運営者の一員としてイベント等に参加したことがある者の

相関性（問１－問 10クロス） 

 

 

② 情報の共有の進捗度と充実を希望する情報共有手段の相関性（問７－問８クロス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

無
回
答

学
校

、
地
域
の
子
育
て
支
援
に
関

す
る
活
動

(

P
T
A
活
動

、
子
ど

も
会

、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど

)

生
涯
学
習
に
関
す
る
活
動

(

土
曜

学
習

、
各
種
趣
味
・
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど

)

福
祉

、
健
康

、
医
療
に
関
す
る
活

動

(

こ
ど
も
食
堂

、
地
域
ふ
れ
愛

福
祉
サ
ロ
ン
な
ど

)

文
化

、
芸
術

、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
活
動

(

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

2
1

、
各
種
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
啓

発
活
動
な
ど

)

環
境
保
全

、
美
化
に
関
す
る
活
動

(

地
域
清
掃
活
動
な
ど

)

地
域
防
犯
に
関
す
る
活
動

(

地
域

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

、
児
童
等
の
見

守
り
活
動
な
ど

)

地
域
防
災
に
関
す
る
活
動
　

(

自

主
防
災
訓
練
な
ど

)

地
域
住
民
等
の
親
睦
を
図
る
活
動

(

お
祭
り

、
も
ち
つ
き
大
会
等
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

)

そ
の
他

知っている 11.1 77.8 33.3 66.7 44.4 66.7 55.6 55.6 77.8 0.0
読んだことがある 16.0 46.8 19.1 20.2 26.6 44.7 39.4 31.9 46.8 3.2
名称を見聞きしたことは
ある 21.7 40.7 9.7 7.0 15.1 33.4 27.9 20.4 38.6 7.6

今回初めて聞いた 31.4 32.3 7.1 4.8 12.6 20.5 16.5 9.3 27.9 11.1
無回答 71.4 14.3 7.1 7.1 7.1 7.1 7.1 7.1 7.1 14.3

（％）

無
回
答

市
広
報
紙

「
広
報
伊
丹

」

支
所
・
分
室
や
図
書
館
な
ど
に
配
架
さ
れ
る

刊
行
物
や
掲
示
物
な
ど

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
や
各
課
が
実
施
す
る

講
座
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
L
I
N
E

、

F
a
c
e
b
o
o
k

、
X

（
旧

T
w
i
t
t
e
r

）
、
Y
o
u
t
u
b
e
な

ど
の
S
N
S
等
の
電
子
媒
体
の
活
用

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
掲
示
板
や
回
覧
板
な
ど

、
自

治
会
等
を
通
し
た
情
報
提
供

市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
意
見
交
換

会
な
ど

、
市
の
施
策
や
計
画
等
に
対
し
て
自

由
に
意
見
が
言
え
る
場

市
が
持
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
公
開

（
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ

）

そ
の
他

とても進んでいる 0.0 87.5 12.5 25.0 12.5 50.0 18.8 25.0 12.5
進んでいる 2.7 82.2 23.9 20.5 29.0 40.9 10.8 22.4 1.5

どちらともいえない 3.6 73.6 11.8 14.1 35.0 26.4 8.3 29.1 3.1

あまり進んでいない 1.1 68.3 15.8 18.5 37.7 25.7 9.8 37.7 3.4

進んでいない 6.6 52.9 11.6 10.7 28.9 14.9 4.1 32.2 12.4
無回答 31.9 57.5 9.7 13.3 12.4 22.1 2.7 11.5 1.8
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③ 運営者の一員として参加したことがある市民活動と市民活動に必要とする情報内容の相関性

（問 10－問 14クロス） 

 

④ 市民活動への参加希望と市民活動に必要とする情報内容の相関性（問 11－問 14クロス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

無
回
答

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
自
治

会
や
小
学
校
区
ご
と
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
な
ど

、
地
縁
型
の
市
民

活
動
に
関
す
る
情
報

市
内
の
テ
ー
マ
型
の
市
民
活
動
に

関
す
る
情
報

（
活
動
分
野
や
活
動

内
容
・
団
体
数

）

市
民
活
動
の
目
的
や
や
り
が
い

、

参
加
し
た
人
の
声

市
民
活
動
を
立
ち
上
げ
た
い
場

合

、
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
で
は
ど

の
よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら
え
る

か
そ
の
他

学校、地域の子育て支援に
関する活動(PTA活動、子
ども会、子育てサークル活
動など)

12.7 52.5 31.6 30.0 13.5 2.8

生涯学習に関する活動(土
曜学習、各種趣味・サークル
活動など)

7.4 62.3 38.5 35.2 18.9 3.3

福祉、健康、医療に関する活
動(こども食堂、地域ふれ愛
福祉サロンなど)

9.4 63.5 33.3 26.0 15.6 1.0

文化、芸術、スポーツに関す
る活動(スポーツクラブ21、
各種文化・スポーツ啓発活
動など)

11.0 52.5 34.5 33.5 17.5 2.0

環境保全、美化に関する活
動　(地域清掃活動など) 10.6 55.8 36.1 32.5 11.9 3.3

地域防犯に関する活動(地
域防犯パトロール、児童等
の見守り活動など)

8.8 56.6 33.7 30.6 11.4 3.4

地域防災に関する活動　(自
主防災訓練など) 9.1 61.4 37.6 28.9 10.2 3.0

地域住民等の親睦を図る活
動(お祭り、もちつき大会等
各種イベントなど)

11.8 52.6 33.0 31.8 12.7 4.0

その他 9.0 30.8 27.1 29.3 13.5 21.1
無回答 42.7 29.6 26.2 26.2 8.5 2.1

（％）

無
回
答

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
自
治
会
や
小

学
校
区
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な

ど

、
地
縁
型
の
市
民
活
動
に
関
す
る
情
報

市
内
の
テ
ー
マ
型
の
市
民
活
動
に
関
す
る

情
報

（
活
動
分
野
や
活
動
内
容
・
団
体

数

）

市
民
活
動
の
目
的
や
や
り
が
い

、
参
加
し

た
人
の
声

市
民
活
動
を
立
ち
上
げ
た
い
場
合

、
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ザ
で
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を

し
て
も
ら
え
る
か

そ
の
他

積極的に参加したい 14.3 61.9 42.9 52.4 23.8 4.8

機会があれば参加し
たい

4.6 58.7 44.0 37.0 17.7 1.6

参加したいが難しい 15.2 49.0 30.1 31.5 10.7 3.5

参加したいと思わな
い

30.3 29.5 20.0 24.0 7.4 7.4

無回答 78.7 14.7 6.7 8.0 2.7 0.0
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⑤ 市民活動への参加が困難な理由と市民活動に必要とする情報内容の相関性（問 12－問 14 クロ

ス） 

 

⑥ 協働の進展度から見た協働を進めるために重要なこと（問 15－問 16クロス） 

 

（％）

無
回
答

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
自
治

会
や
小
学
校
区
ご
と
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
な
ど

、
地
縁
型
の
市
民

活
動
に
関
す
る
情
報

市
内
の
テ
ー
マ
型
の
市
民
活
動
に

関
す
る
情
報

（
活
動
分
野
や
活
動

内
容
・
団
体
数

）

市
民
活
動
の
目
的
や
や
り
が
い

、

参
加
し
た
人
の
声

市
民
活
動
を
立
ち
上
げ
た
い
場

合

、
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
で
は
ど

の
よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら
え
る

か
そ
の
他

無回答 15.0 52.5 39.2 33.9 15.7 1.8
仕事、家事、育児、介
護、学業等で忙しく、
時間がないから

16.7 42.0 31.9 32.1 12.6 4.1

体力や健康に自信が
ないから

30.7 38.7 21.5 24.0 7.1 4.1

どのような活動があ
るか分からないから

19.0 40.0 25.0 41.0 16.0 7.0

地域に知り合いがい
ないからまたは誘わ
れないから

23.7 29.9 26.8 33.0 15.5 6.2

責任が重くて大変そ
うだから

19.3 48.1 26.7 28.9 12.8 3.7

人間関係が負担に感
じるから

21.4 36.6 30.5 31.7 9.5 4.6

参加の方法が分から
ないから

19.4 41.7 23.3 34.0 14.6 5.8

関心や興味が持てな
いから

34.2 18.4 18.4 26.3 9.2 10.5

その他 31.0 28.6 21.4 28.6 9.5 16.7

（％）

無
回
答

市
職
員
に
対
す
る
協
働
の

意
識
啓
発
を
行
う

市
民
に
対
す
る
協
働
の
意

識
啓
発
を
行
う

中
間
的
な
役
割
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
協
働
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う

（
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
な

ど

）

協
働
の
大
切
さ
を
学
べ
る

よ
う

、
子
ど
も
た
ち
や
若

者
世
代
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
参
加
す
る
機

会
を
増
や
す

協
働
で
事
業
が
で
き
る
力

を
持
っ
た
市
民
活
動
団
体

を
育
て
る

市
民
と
市
の
協
働
事
業
を

進
め

、
成
功
事
例
を
広
く

発
信
す
る

そ
の
他

とても進んで
いると思う 25.0 33.3 41.7 33.3 58.3 16.7 8.3 0.0

進んでいると
思う 4.6 22.9 51.4 29.8 56.9 25.7 34.9 0.9

どちらともいえ
ない

7.3 25.3 42.1 29.2 41.0 22.8 40.7 3.2

あまり進んで
いるとは思わ
ない

5.0 31.8 48.6 30.0 36.4 25.5 43.6 3.6

進んでいると
は思わない

10.6 22.3 31.9 24.5 26.6 16.0 38.3 9.6

無回答 83.0 5.3 4.3 5.3 4.3 1.1 8.5 3.2
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Ⅳ 送付物 
１．調査票 
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43 
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47 
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２．封筒 
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